


































第２章 鎌倉市の維持及び向上すべき歴史的風致 

199
199 

(イ)別荘文化を支えた人々の営み

鎌倉に一時的に滞在する人や常住するようになった「別荘

族」を相手とした由比ガ浜通沿い、坂ノ下、長谷近辺の商業活

動では、別荘を持つ顧客への品質の高い商品の提供や「御用聞

き」と呼ばれるサービスの提供など、商店の創意と工夫の積み

重ねによる独自の商業体系が発展した。明治 45 年（1912 年）

に大橋良平が著した『現在の鎌倉』には、「毎年七月中旬か又

は八月上旬頃より、九月の下旬頃迄の様に、必ず此地に来て別

荘或は貸別荘又は貸間に避暑する人が多い、之れ等の人を別荘

客、避暑客と云ふて、鎌倉土着の諸商人貸家業者は崇拝する

のだ、それでも鎌倉人士の財源は全く此避暑客別荘客にある

からだ、鎌倉は此夏期をとしてあるので一部の営業者の収入が一年の諸経費に充てられる

のである。」とあり、当時の商店が別荘に滞在する顧客向けの営業で潤っていたことが分

かる。 

現在もこの地域では、米、酒、うなぎ、蒲鉾、鎌倉彫などの老舗が高品質な商品の製

造・販売を続けており、古くからの建物で営業を行っている店もある。これらの商店では、

お得意様への商品の配達など、「御用聞き」に由来する配達の文化が残っている店舗もあ

り、配達を行っている様子を時折見ることができ、かつての別荘地としての風情を感じ取

ることができる。 

例えば、由比ガ浜通り沿いに店を構える「柴崎牛乳店」は、初代店主の柴崎梅吉が、明

治 23 年（1890 年）に横須賀から鎌倉村に移転し、当時この地で牛を飼いながら、別荘で

過ごす人々に牛乳を配達していたという。 

鎌倉を代表する土産物であり、伝統的工芸品である鎌倉彫も、鎌倉の別荘地化と深く関

わりあい、発展していったものの一つである。それまで主に寺院の仏具や茶道具を作成し

ていた仏師たちは、廃仏毀釈の風潮などによって造像の需要が激減した後、別荘を構えた

上流階級の人々の需要に合わせ、家具調度品や工芸品の製作を主体とするようになり、そ

れが鎌倉彫として浸透、発展していった。この地に残る「寸松堂」、「白日堂」のような店

舗兼工房は、こうした歴史を今に伝える鎌倉彫の商店兼住宅として貴重な存在といえ、建

物自体が伝統を物語る存在であり、外からも歴史と文化の気配が漂う。時折、通行人が足

を止めてショーウィンドウに飾られた鎌倉彫を鑑賞する姿を見ることができる。 

寸松堂は、大正 10 年（1921 年）の創業であり、大正 13 年（1924 年）に現在の寸松堂

が建っている場所の近傍に店を構え、その後移転した。工房を備えた店舗兼住宅において

営まれている鎌倉彫の製作・販売は、特徴的な建物と調和することによって、鎌倉彫の歴

史と伝統を今に伝えている。重厚な店内に足を踏み入れると茶托や鏡類、銘々皿、盆、菓

写真２-240 配達の小僧さん 

（昭和 12年（1937年）） 
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